
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位　円）

番号 措置名 補助事業の名称

補助事業者名

（間接補助事業者名）

補助事業に要し

た費用

補助金充当額 備　　　考

1

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 舗装補修事業その１ 大野市 11,330,280 9,520,000

2

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 舗装補修事業その２ 大野市 5,163,480 4,000,000

3

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 水路整備事業 大野市 12,106,800 9,920,000

4

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 荒島地区簡易水道施設改良事業 大野市 7,041,600 5,644,000

5

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 木本地区簡易水道施設改良事業 大野市 507,600 436,000

6

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 西富田地区簡易水道施設改良事業 大野市 13,392,000 11,100,000

7

公共用施設に係る整備、維持補修

または維持運営等措置 和泉地区簡易水道施設改良事業 大野市 10,141,200 8,374,000

8 地域活性化措置 和泉保育園維持運営事業 大野市 16,276,010 9,647,000

9 地域活性化措置 大野市図書館維持運営事業 大野市 19,440,678 9,646,000



Ⅱ．事業評価個票

番号

1

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

舗装補修(工事) 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 予定なし

契約金額（円）契約の相手方

補助事業の成果

および評価

　舗装の損傷が著しい市道の舗装補修工事を行ったことにより、道路利用者の安全および円滑な通行を確保するこ

とができました。

11,330,280（株）　長崎組

総事業費(円） 11,330,280

うち文部科学省分

うち経済産業省分

9,520,000

措　置　名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置

補助事業名

舗装補修事業　その１

補助事業実施場所

補助事業の概要

補助金事業の成果目標

補助金事業の成果指標

　舗装の損傷が著しい市道の舗装補修を行い道路利用者の安全と円滑な通行を確保します。

　公共下水道工事布設箇所の舗装本復旧と連携し、施工延長　L=710.2m、土工　1式、表層工　A=2,540㎡、不陸

整正工　A=2,380㎡、区画線設置工　1式の工事を一体的に実施することで、生活道路としての機能回復を図りま

す。

　損傷の激しい市道の舗装補修を公共下水道事業と連携して行います。(施工延長　L=710.2m、土工　1式、舗装工

A=2,540㎡、不陸整正工　A=2,380㎡、区画線工　N=一式)

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市

大野市桜塚町ほか2地係（市道　明治公園線、上神明・明治線）

補助金充当額（円） 9,520,000



Ⅱ．事業評価個票

番号

2

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

舗装補修(工事) 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 舗装補修事業　その２

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市

補助事業実施場所 大野市神明町ほか1地係（市道　上神明・明治線）

補助事業の概要

　損傷の激しい市道の舗装補修を公共下水道事業と連携して行います。(施工延長　L=357.4m、土工　1式、舗装工

A=1,130㎡、不陸整正工　1,120㎡、区画線工　1式)

総事業費(円） 5,163,480

補助金充当額（円） 4,000,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分

4,000,000

補助金事業の成果目標 　舗装の損傷が著しい市道の舗装補修を行い道路利用者の安全と円滑な通行を確保します。

補助金事業の成果指標

　公共下水道工事布設箇所の舗装本復旧と連携し、施工延長　L=357.4m、土工　1式、表層工　A=1,130㎡、不陸

整正工　A=1,120㎡、区画線設置工　1式の工事を一体的に実施することで、生活道路としての機能回復を図りま

す。

補助事業の成果

および評価

　舗装の損傷が著しい市道の舗装補修を行ったことにより、道路利用者の安全及び円滑な通行を確保することがで

きました。

契約の相手方 契約金額（円）

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし

西尾建設工業（株） 5,163,480



Ⅱ．事業評価個票

番号

3

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

水路工事 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 予定なし

補助事業の成果

および評価

　水路の整備が完了したことにより浸水被害を解消し、環境保全と市民生活の向上を図ることができました。

契約の相手方 契約金額（円）

(有)和泉開発産業　 12,106,800

うち経済産業省分

9,920,000

補助金事業の成果目標

　水路からの溢水による浸水被害を解消し、環境保全と市民生活の向上を図ります。

補助金事業の成果指標

　洪水時に浸水被害が発生している水路の改良工事（施工延長L=195.5m）を平成29年度中に完了することで、流下

能力を安定的に確保します。それにより付近のマイタケ生産工場、養魚場、及び住居の浸水被害を防ぎます。

補助事業実施場所 大野市　川合地係（チョウシ谷川）

補助事業の概要

　洪水時に溢水する水路の整備を行います。（施工延長L=195.5m、土工　N=1式、排水構造物工　L=195.5m、付帯

工　N=1式）

総事業費(円） 12,106,800

補助金充当額（円） 9,920,000

うち文部科学省分

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 水路整備事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市



Ⅱ．事業評価個票

番号

4

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

加圧式配水ポンプ設置 一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定なし

補助事業の成果

および評価

　加圧式配水ポンプ設置により、安定した水質を供給することができ、水道水の水質異常（濁度上昇）の発生を抑

制することができました。また、これにより、定期的な洗管作業を行う必要がなくなり、業務の効率化を図ることができ

ました。

契約の相手方 契約金額（円）

(有)石田産業 7,041,600

うち経済産業省分

5,644,000

補助金事業の成果目標

　荒島地区簡易水道は、昭和33年より供用開始し59年が経過しています。現在、供用開始当時に施工された２箇

所の水源を使用していますが、内１箇所の水源は雨天時に濁度が上昇するため、水道水の水質が安定していませ

ん。その問題を解決するため、水質の安定した水源の水を供給するための加圧式配水ポンプを設置します。

補助金事業の成果指標 加圧式配水ポンプを設置することにより、水道水の水質異常（濁度上昇）の発生を抑制します。

補助事業実施場所 大野市　蕨生地係

補助事業の概要 　荒島地区簡易水道において、安定した水質を供給するために加圧式配水ポンプの設置工事を行います。

総事業費(円） 7,041,600

補助金充当額（円） 5,644,000

うち文部科学省分

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 荒島地区簡易水道施設改良事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市



Ⅱ．事業評価個票

番号

5

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

遠方監視システム機能増強

一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助金事業の成果指標

遠方監視システムの機能を増強することにより、施設異常発見に要する時間を1回あたり30分以上短縮することで断水等を未然に防止しま

す。

補助事業の成果

および評価

 遠方監視システム機能増強工事を行うことによって、現地に直接行かずとも、配水流量を把握することができるようになり、漏水等の施設異

常発見に要する時間を1回あたり30分以上短縮することができました。

契約の相手方 契約金額（円）

うち経済産業省分

436,000

補助金事業の成果目標

　当該地区の簡易水道の遠方監視システムは、配水流量を監視していないため漏水等の施設異常の発見が遅れている状態です。そのた

め、遠方監視システムの機能を増強を行い、漏水等の施設異常を早期に発見し断水等を未然に防止することにより、地域住民への安定的

な水道水の供給を図ります。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定無し

(有)前田通信 507,600

総事業費(円） 507,600

補助金充当額（円） 436,000

補助事業実施場所 大野市　木本　地係

補助事業の概要  簡易水道施設のおける旧式の遠方監視システムの機能増強として、配水流量値の発信を行います。

うち文部科学省分

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 木本地区簡易水道施設改良事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市



Ⅱ．事業評価個票

番号

6

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

送配水管更新 一般競争入札

遠方監視システム機能増強

一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定無し

(株)常見管工事

(有)前田通信

7,192,800

6,199,200

補助事業実施場所 大野市　田野　地係

補助事業の概要

 老朽化した水道配水・送水管の更新工事（送水管　配水用ポリエチレン管φ100　L=134.3m、配水管　配水用ポリ

エチレン管φ150　L=132.6m)と遠方監視システムの機能増強として配水池水位計・配水流量計の設置を行いま

す。

総事業費(円） 13,392,000

補助金充当額（円） 11,100,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分

11,100,000

補助金事業の成果目標

補助事業の成果

および評価

耐震管である配水用ポリエチレン管への更新を行うことによって、耐用年数100年が得られました。

遠方監視システム機能増強工事を行うことによって、現地に直接行かずとも、配水池水位および配水流量を把握することができるようになり、

漏水等の施設異常発見に要する時間を1回あたり30分以上短縮することができました。

契約の相手方 契約金額（円）

  当該地区の簡易水道は、昭和39年より供用開始し53年が経過しています。供用開始当時に布設された送水管及び同断面に埋設されてい

る基幹配水管は整備当初から更新されておらず、漏水等の事故が発生しています。また、西富田地区簡易水道の遠方監視システムは、配

水池水位及び配水流量を監視していないため、漏水等の施設異常の発見が遅くなっています。そのため、老朽管の更新と遠方監視システ

ムの機能を増強を行い、漏水等の事故件数を低減します。また、遠方監視システムの機能の増強により、漏水等の施設異常を早期に発見し

断水等を未然に防止することで、地域住民への安定的な水道水の供給を図ります。

補助金事業の成果指標

　老朽管の更新行うことにより漏水等の事故件数を低減します。また、遠方監視システムの機能を増強することにより施設異常発見に要する

時間を1回あたり30分以上短縮することで、断水等を未然に防止し、地域住民への安定的な水道水の供給を図ります。

措　置　名 補助事業名

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 西富田地区簡易水道施設改良事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市



Ⅱ．事業評価個票

番号

7

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

取・配水ポンプ盤更新

遠方監視システム機能増強

一般競争入札

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 特に予定無し

(株)西日本開発 10,141,200

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 和泉地区簡易水道施設改良事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市

補助事業実施場所 大野市　角野　地係

補助事業の概要

　取・配水ポンプ盤の更新・既設取水ポンプ盤改造工事と遠方監視システムの機能増強として、改良工事（2号取

水配水ポンプ盤更新１面、既設1号取水ポンプ盤改造１式、配水池投込式水位計1式、制御ケーブル布設

L=364m）を行います。

総事業費(円） 10,141,200

補助金充当額（円） 8,374,000

うち文部科学省分

補助事業の成果

および評価

　取・配水ポンプ盤を更新することにより、運転制御の信頼性が向上し、より効率的な安全で安心な水の安定供給が図られるようになりまし

た。運転が可能になりました。

　遠方監視システムの機能増強工事を行うことによって、現地に行かずとも配水流量および配水ポンプ運転状況を把握することができるよう

になり、漏水等の施設異常発見に要する時間を1回あたり1時間以上短縮することができました。

契約の相手方 契約金額（円）

うち経済産業省分

8,374,000

補助金事業の成果目標

　当該地区の簡易水道の取・配水ポンプ盤は耐用年数が経過し、部品の劣化が進んでおり、運転制御の信頼性が低下しています。また、遠

方監視システムは、配水池水位、配水流量及び配水ポンプの運転状況を監視していないため、漏水等の施設異常の発見が遅くなっていま

す。そのため、老朽化した取・配水ポンプ盤の更新と、遠方監視システムの機能を増強を行うことにより取・配水ポンプの故障回数を低減しま

す。遠方監視システムの機能の増強により、漏水等の施設異常を早期に発見し断水等を未然に防止することで、地域住民への安定的な水

道水の供給を図ります。

補助金事業の成果指標

　老朽化した取・配水ポンプ盤の更新を行うことにより取・配水ポンプの故障回数を低減します。遠方監視システムの機能を増強することによ

り、施設異常発見に要する時間を1回あたり1時間以上短縮することで断水等を未然に防止し、地域住民への安定的な水道水の供給を図り

ます。

措　置　名 補助事業名



Ⅱ．事業評価個票

番号

8

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

保育士の人件費 雇用

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

補助金事業の成果目標

補助金事業の成果指標

  和泉保育園のの健全な維持運営に努めるとともに、心身ともに健やかな子どもを育成します。

　当該保育園は市中心部から約30km離れた過疎地域（和泉地区）に立地しています。当該保育園が和泉地区の子

育て支援の核的機能として、魅力的で独創的な保育を展開することにより、当地区の児童10人の心身ともに健やか

な成長に寄与します。

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成34年度

契約金額（円）契約の相手方

補助事業の成果

および評価

　本補助金の活用により、安定的な雇用が確保でき施設の健全な維持運営が行えたことで、地域子育て支援の拠

点施設として当地区の児童10人の心身ともに健やかな成長に寄与することができました。

16,276,010―

総事業費(円） 16,276,010

うち文部科学省分

うち経済産業省分

9,647,000

和泉保育園の健全な維持運営をおおなうため、12か月分の人件費（3名分）に本交付金を充当します。

和泉保育園（大野市朝日）

補助金充当額（円） 9,647,000

補助事業実施場所

補助事業の概要

措　置　名 補助事業名

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市

地域活性化措置 和泉保育園維持運営事業



Ⅱ．事業評価個票

番号

9

補助事業の実施に伴い締結された売買、貸借、請負その他の契約

契約の目的 契約の方法

図書館職員の人件費 雇用

成果および評価に係る第三者機関の活用の有無

無

（備考） （１）事業ごとに作成すること。

（２）番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）補助事業の成果および評価の欄には、進捗度、利用量ならびに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（４）契約の方法の欄には、一般競争入札、指名競争入札、随意契約の別を記載すること。

（５）成果および評価に係る第三者機関を活用の有無の欄については、第三者機関を活用した場合にあっては、第三者機関の名称および構成員等を

　　記載すること。

（６）本事業に来年度以降も補助金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方の欄については、来年度以降の本事業の見通し等について記載すること。

　大野市図書館の健全な維持運営を行うため、12か月間の人件費（3名分）に本交付金を充当します。

地域活性化措置 大野市図書館維持運営事業

補助事業者名または間接補助金事業者名 大野市

うち経済産業省分

9,646,000

補助事業実施場所 　大野市図書館（大野市天神町）

補助事業の概要

総事業費(円）

補助金事業の成果目標

補助金事業の成果指標

　大野市図書館の健全な維持運営により、図書資料等の情報提供サービスの充実や学習機会の提供をしていくこと

で、市民全体の生涯学習を一層推進し、年間延べ入館者数約100,000人の利用者の維持を図ります。

 施設の健全な維持運営に努めるとともに、読書による「こころ豊かな教育のまち」の実現を目指します。

19,440,678

補助金充当額（円） 9,646,000

うち文部科学省分

補助事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成34年度

― 19,440,678

補助事業の成果

および評価

 大雪の影響により年間延べ入館者数は96,981人にとどまりましたが、本補助金の活用により、安定的な雇用が確保

でき施設の健全な維持運営が行えたことで、市民に対して図書資料等の情報提供サービスの充実や学習機会の提

供につなげることができ、事業目的である読書による「こころ豊かな教育のまち」の実現を図ることができました。

契約の相手方 契約金額（円）

措　置　名 補助事業名


